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兵庫県におけるOlenecamptus属
カミキリムシ3種の分布について

（兵庫県産甲虫相資料・86）

高橋寿郎

Olenecamptus属のカミキリムシで現在兵庫県に分布

するのは3種である。そこで県下における3種の分布
についてながめて見ることにしたい。

本文を草するにあたりタカサゴシロカミキリについ

て色々便宜を与えて下さった三木進、小倉滋両氏
に厚く御礼申しあげる。

キリ編（1974） （図説は福岡県星野村産， 8，Ⅵ－19

64）では日本全土・対馬・朝鮮・中国北，中部・東シ

ベリヤとなっておI)現在この分布と考えられる。可成

り広く分布している種であるがそれ程多く産する種で

はなさそうである。お隣の岡山県でも少い種とされて

いる（岡山県の昆虫， 1978)。 朝鮮にも少い様で戦韓

国昆虫分布図鑑， 1978〃にも本種の産地は余l)記録さ
れていない。

兵庫県下に於ける本種の記録は山本義丸氏の氷上郡

神楽(lex.,13-Ⅵ-1951,M.Nakajimaleg.)のものが
一番古いと思われる（1958)， それから高橋匡氏に

よって出石郡出石町が記録された（12-Ⅶ-1961,19

63)。筆者は氷の山々麓福定の民宿の電燈に飛来した

13を採集（27-Ⅶ-1956）これを記録した（1964)。

氷の山ではその後辻氏（16-Ⅶ-1971, 1972)， 遊磨

氏（19， 21－Ⅶ-1971, 1972）の記録がある。小倉

氏も福定で採集しておられる（7－Ⅷ-1980)。

以上が現在筆者の知り得た兵庫県下での記録全部で

ある。最近鳥取県八頭郡尾際で貯木場周辺のクワの葉

裏にとまっている可成の個体が採集された記録がおる

（山地， 1979)。 県下でも他にもっと産地があるもの

と考えられる。食樹としてはトウグワ， クワが知られ

ている （小島圭三・岡部正明： 日本産カミキリムシ食

樹総覧， 1960)。

＄

1． OlenecamptusclarusPascoe

ムネホシシロカミキリ

本種はPascoeによって1859年北支那産でもって新

種記載されたものである(Trans・EntSoc・LOndon,
(2)V,P､44)。 その後名和梅吉氏が日本から記録してい

ると （昆虫世界,Vol 、13, NQ148:501, p1.24, f､2,19
09,擴，草間， 1973)。 この文献は見ることが出来な

かったので産地を何処何処掲げているのかわからない。
1928年に鹿野忠雄博士は台湾（新竹州大渓郡ピヤナン

産）から記録された(Trans.Nat.Hist.Soc.Formosa,

Vol.18, NQ95: 122)｡ 1933年には松下真幸博士が朝鮮

京城を産地に加えられた(Beit.Kennt.Ceramb・Jap.
Reichs.P. 352)。 そして1937年関公一氏は北海道

産の本種を図説された （昆虫界,Vol.5, N040: 1

－4）。 その際本州に分布するであろうとされている

が分布に本州，四国，九州は出ていない。 1940年には

平山修次郎氏が朝鮮京城産標本（21-Ⅶ-1938）を原
色図説されたが分布に本州，四国，朝鮮，台湾とされ

何故か北海道が入っていない（原色甲虫図譜, p1.48,
f. 20, p. 152)。同じ年(1940)の水戸野武夫氏の

職日本産鞘翅目分類目録,Pars、 8,天牛科〃での産

地でも本州，四国が入っていないし、 1946年の関公

一氏による新日本産天牛科目録にも本州，四国が入っ
ていない。

その後林匡夫博士の図鑑（原色日本昆虫図鑑，甲

虫編， 1955．図説されたのは朝鮮赴戦高原産Ⅶ-1940）
では日本全土とされ大林一夫氏の図説（原色昆虫大図

鑑，第2巻，甲虫編， 1963）の分布も同様である。草
間慶一博士の報文で対馬が加わった（日本産カミキリ

の生態と分布一覧表， 1973)。最近の図鑑，小島圭三

・林匡夫両博士著原色日本昆虫生態図鑑, I.カミ

2． OlenecamptuscretaceusBates

オオシロカミキリ

本種はBatesにより1873年新種記載されたものであ

る(Ann.Mag.Nat.Hist.,(4)m, p. 314, 1873)。そ

の原記載にはﾞOneexample〃とのみで産地に就いて

は何等明示されていない。 1973年の草間慶一博士の目

録には本種の模式標本は兵庫$〔英博？〕 となってい

る。尤も同博士の1971年発表された報文、ジョージ・

ルイスの足跡について〃 （月刊むし,NQ8, 9, 1971)

には13産地不明となっている（1959年の京浜昆虫同

好会．新しい昆虫採集，下．の蝋日本産カミキリ類生

態と採集一覧表〃にも原産地兵庫となっている)。

Batesの論文は、G.Lewisの採集品に基いて発表され

－1－
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f 、 1, p、 137, 1974．図示されたのは高知県名野
川産Ⅵ-1968,分布は本州，四国，九州，対馬）等々
があi)その間に1959年の、日本産カミキリ類の生態と

採集法一覧表, p.431" (新しい昆虫採集，下）に分
布は本州，四国，九州，対馬，朝鮮，中支那を掲げ亜
種intactaBreuningが日光で採集されているとある。
併し1973年の草間慶一博士の、日本産カミキリの生態

と分布一覧表' p､119" (新しい昆虫採集案内, 111)
には台湾に亜種がいるようになっていて本州での亜種

には言及されていないし、分布も朝鮮？中支那？には ‐：砂：

疑問をつけておられ、本州，冠島，四国，九州，対馬
となっている。本州は横浜，飛騨，近畿などと記され

ている。

以上から現在本種の分布は本州､冠島,四国,九州， f
対馬と考えられる。台湾には固有の亜種ssp.margina-
tusSchwarzer, 1925が分布している。一番北の記録 ’
としては群馬県多野郡新町〔8， 17－Ⅶ-1952，小倉 jf
住夫， 月刊むし, N03,1971) というのがあるが日光
産の亜種があるようだからこちらが北になると考えら
れる。

本種もそれ程多い種ではないと思われる。食樹はム

クノキ， クワが知られる(小島圭三・岡部正明,1960)。
一般には電燈に飛来するものが採集出来ると報告され

ているものが多い。

兵庫県下で実際に採集された一番古いのは小林桂助

氏の自宅のベランダで採集されたものである（1931年

7月採集。 きくりはむし,Vol. 7, NO1 : 14, 1979)。

たぎ記録ということになると関公一氏の1933年のも

のが一番古いことになる（住吉村？沢野芳介氏採集，

昆虫界,Vol. 1, NQ4 :425, 1933)。次いで同氏の
、京阪神を中心とした天牛相〃 （昆虫界,Vol.H1, NQ

18/19：369-378, 1935）にふくまれているがこちら

の方は場所が明示されていない。 1940年には筆者が六

甲山麓森本山で級友福永安郎君の採集(lex.,15-Ⅵ一

1940) した本種を記録した（昆虫世界,Vol.44,NO518

：318, 1940．学名は神谷，安立両氏の図鑑によった
ので命名者名をPascoeとしている。関氏の1933年の

報文もそのようになっている)｡再び関公一氏は1941

年に六甲山を記録された（昆虫界,Vol.9,NO89:453,

1941)。 その後柴内俊次，中畔史雄の両氏は住吉村と

御影で溝口宏二氏が採集（Ⅵ-1949）されていること

を報ぜられた （神戸虫便り， 札幌昆虫同好会々報，

Vol.11, NO1 :14, 1950)｡ 1972年には辻啓介氏が
湯浅浩史氏採集の神戸明泉寺（長田区）産の標本の図
説と共に同地では電燈に毎年数頭づつ飛来することを

報告されている（兵庫県のカミキリムシ， 月刊むし，

たものでその初めに、Mr・ Lewis collectionswere

madechieflyatNagasaki,OsakaandHiogo〃 とな
っているのでこの中のものであると思われる。尤も筆

者が戸沢信義氏から御借りしてコピーさせて頂いた
Batesの原記載は神戸に在住していたJohn,E.Lewis

の蔵書のようでペンでMaiyasanの書き込みがあるが之

が何を意味しているのか一寸わからない。

Batesが、 1884年に発表した日本の天牛の追加篇

(LongicornBeetlesofJapan.Additionschieflyfrom
thelaterCollectionsofMr.GeorgeLewis,andnotes

ontheSynomymy,Distribution,andHabitesofthe

previauslyknownSpecies.,Journ・Linn,London,Zool.
Xm:205-262, pl.1-11)にも何も言及されていな

いし同じく1879年Londonで発行された、日本産甲虫

目録〃 (ACatalogueofColeopterafromtheJapanese

Archipelago)にも産地は書いてない。 1887年発行の、
Schonfeldt．H. v・の℃atalogderColeop， Jap.〃で

はつきI)とHiogoとなっている。

1930年には横山桐郎博士の、原色日本の甲虫〃に美

しい本種を図説され本州に産するとされている(pl.6,

f､ 7, p. 45, 1930)｡ 1934年には神谷一男・安立網光
両氏の、原色甲虫図譜帆にも分布を本州として図説さ

れている (pl.36, f、 1, 1934)。 この2書は本種の命

名者名をPascoeと間違っている。その後1937年には

平山修次郎氏の図説（原色千種昆虫図譜, pl.72,f. 7,

p.161, 1937.,原色甲虫図譜, pl.42, f. 7, p､ 129,19
40．，図示されたのは福岡県太宰府産3,12-Ⅷ-1936）

で九州の分布が初めて記録された。水戸野武夫氏の蝋日

本産鞘翅目分類目録, Pars、 8,天牛科, p. 150,

1940〃では分布は日本（本州・四国), 朝鮮・中支那

となっている。こ、で初めて分布に朝鮮・中支那が入

っている。そして九州が入っていない。また同氏によ

る、日本昆虫図鑑, 3, p. 1241, f . 3575, 1950"

の図説もある （分布は前記目録と同様)。 1946年の関

公一氏の噺日本産天牛科目録, p. 86" (分布は水

戸野氏と同じ）にも収録されている。

戦後は林匡夫博士の図説（原色日本昆虫図鑑,上，

甲虫編， p、 55, f . 1204, p. 173, 1955, また亜
種ssp. intactaBreuningが日光から報告されていると

あり分布は本州，四国，九州，朝鮮，中支東部となっ

ている。図示されたのは大阪市田辺産，Ⅷ-1940),

大林一夫氏の図説（原色昆虫大図鑑，第2巻,甲虫編，

pl． 153, f . 7, p、 306, 1963. 分布は本州，
四国，九州，支那となっておりm. intactaBreuning

があるとされている)。 小島圭三，林匡夫両博士の

図説（原色日本昆虫生態図鑑, I .カミキリ編,pl.44,

ｉ
１
１
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No10: 17, 1972)。 芳賀馨氏は神大付中校庭産の

lex.を写真で記録しておられる (14-Ⅷ-1973,芳賀，

1975, 1977兆

筆者はまた神戸生物クラブの鑑定会の席上神戸市の

小学生（山本勝也君）が中央市場で採集したと言う美

しい標本を持参されたのを検した（1－Ⅵ-1974,採

集)。 三木進氏は1979年8月23日1早を神戸市内北

野天満宮境内で採集されている （きくりはむし, Vol.

7, No2: 30, 1979)。

以上が本種の兵庫県の今迄の記録で不思議なことに

神戸市内だけが知られていて他の地に全く記録がない

という現象を呈していた。 ところが小倉滋氏はこの

種を美方郡浜坂で採集された（13， 30－Ⅶ 1978入

非常に離れた地点での採集でこれまた大変貴重な記録

であると共に本極の県下の分布に新しい課題を提供し

てくれた情報である。尚氏は食樹の1つにネムではな

いかと疑問をなげられているのも本種の生態解明上の

手がかりになると思われる （きくl)はむし, Vol、 7,

No1:20, 1979)。

1942)。

戦後いち早く関公一氏は珊新日本産天牛科目録"を

自刊された。当然タカサゴシロカミキリ0. formosanus,

日本（九州？，屋久島？ ）。 琉球（徳之島)， 台湾，

本土唖種ssp. hondoensisSeki , 日本(本州，九州？ ）

に分けて取扱っておられる。 この本土亜種としての取

扱は中村慎吾氏が一度使用されている （ニュー・エン

トモロジスト, Vol.W, No1/2 : 38-44, 1955)。

1955年発行された近畿甲虫同好会編（カミキリム

シ担当、林匡夫博士)帆原色日本昆虫図鑑， 甲虫編，

全増補改訂版(p1. 55, f . 1207, P. 173)〃 におい

て初めて本種の学名を大陸産の0. octopustulatus

MotsChulSky (inSChrencke, Reisen inAmurlgade,
II , Coleop.,P、 152, pl. X, fig、 3, 1860, Amur

､Ibidimorphum")の亜種としての取扱をされた。 こ

の学名の使用はその後本種の生態関係の報文には使用

されており草間慶一博士の報文もその様に取扱ってお

られる （新しい昆虫採集案内, 111, 1973)。

1963年に発行されたい原色昆虫大図鑑第2巻（甲

虫編)〃 で大林一夫氏はO・ formosanusと別に0. octop-
ustulatus.Motschulskyシロモンホソカミキリを図示さ

れ分布に本州， 九州，樺太，朝鮮，満州，北支那，蒙

古， 東シベリヤを掲げておられる （大林氏は樺太小沼

産のもので図説もされている。虫の世界, Vol.4, No.
1/2, p1. 3, f. 4, p. 6-7, 1941)。

1974年の小島圭三・林匡夫博士の蝋原色日本昆虫

生態図鑑(1), カミキリ編〃 (p1.44, f. 4, p. 137)

並びに1975年い学研中高生図鑑，昆虫, 11, II1虫"(p.
136,303)(竹中英雄氏拙当)では従来通り0. formosanus

Picを使用されている。

大林氏が図説された0. octopustulatus と1978年の

、韓国昆虫分布図〃に図説されたもの、小島・林両博

士の図説された広烏県帝釈峡産旱 （Ⅵ-1962)(1974)，

1976年発行の松本むしの会編帆長野県のカミキリムシ〃

(P. 200)の写真、 1979年湯沢宣久氏の報文（月刊む

し,M102 : 38)の写真等を見た場合斑紋だけからは

別種のような感じを受けるが標本を見られないのでよ

くわからない。本報文では小島・林両博士の処置に従

っておく。

長野県産のものはズミから採集されている。

O. formosanusの方はノグルミ。サワグルミ， ウリハ
○

ダカエテ等が食樹として知られている。

さて本橦の兵庫県における分布であるが、戦前は筆

者がその後烏原で28， 2¥を採集した。烏原は戦後
採集出来ていない。戦前あったノグルミが伐られたか

らだと思う。戦後も兵庫県下での産は必ずしも多くな

L

3. Olemocamptus formosanusPic

タカサゴシロカミキリ

本種はPicが、 1914年台湾産で記載された種である

(Mat.Longic.Vol.X, No1: 19)｡ 1934年に神谷一

男・安立網光両氏は台湾産を図説された（原色甲虫図

:f, p1.42, f . 4)。 関公一氏は本州から初めての

記録を須磨一の谷産(lex.,5－Ⅷ-1932)でされた（昆

虫界, Vol. 7, No64: 307-310, 1939)。 その時小林

桂助氏が大阪でも採集していると記しておられるが詳

しいデータは無い。その年筆者は神戸市兵庫区烏原貯

水池畔で室井緯博士と一緒に採集に行った際18(20

－Ⅶ-1939） を得報告した（昆虫界, Vol.7, No.70 :

787, 1939)。 また同年増田寛氏も高取山での産を

報ぜられた(2exS.,12-Ⅷ-1939) (虫の世界, Vol.

111, No5/6 : 94, 1939)｡ 1940年発行された水戸野武夫

氏若の歌日本産靹翅目分猟目録, Pars、 8,天牛科〃

では本種の分布は台湾，琉球（徳之島)。 日本（屋久

島） となっていて本j||､|での産は記録しておられない。

同じ年平山修次郎氏は異常剛として広島県尾道産（Ⅵ

-1936） を原色で図説された（原色甲虫図譜, p1.48,

f . 24, P. 153, 1940)。

1941年には関公一氏が前に本ｸ‘|､lから初めて記録さ

れた須磨産の13をタイプ．として本ﾘ’|､|頓種ssp. hon-

doensisSekiを記載された（昆虫界, Vol．Ⅸ, No.89 :

453)。その当時広島県尾道では可成|）多く産すること

が報告された（大林一夫，昆虫世界,Vol.46 :79-80,

《
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庫県のシルビアシジミ『壬
〃、

広畑政己

1． はじめに

東洋熱帯に広く分布する本種は、国内では南は南西

諸島から北は栃木県に至るまでその分布が知られてい

る。

ヒロオビミドリシジミ、キマダラルリツバメと並ん

で、兵庫県で最初に発見されたことから本県には縁の

深い蝶でもある。

人目につきやすい大型の蝶と違って、地味で小さい

上にヤマトシジミと類似しているので、 よく確かめな

いと混同しやすいが、ヤマトシジミとは(1)前翅中室内

に黒斑がないこと。 (2)前後翅裏面亜外縁の斑紋がくさ

び状になっていること。 (3)後翅裏面第6室の黒斑は第

7室の直下にあることなどから区別できる。また飛翔

力はヤマトシジミより弱く、表面裏面の色調も深いの

で、見慣れると飛んでいる姿からでも判断できる。

県下ではこれまで約60ヶ所の産地が報告されている

が、この度の調査で5ヶ所の新しい産地を発見した。

生息場所が河川の堤防や田畑の畦、池の土手などの明

るい草地で、 ミヤコグサが生育しているという指標が

あるので、ほとんど調べ尽されていると考えていたが、

5ヶ所にも及ぶ産地が発見されたことは予想外であっ

た。これは前述の通りヤヤトシジミに類似するので、

本種に巡り合う機会があっても採集されないことや、

地味でさほど美しくもないので、関心を持つ人が少な

いことに起因しているのではないだろうか。従って今

後よく調査を行えば、まだまだ生息地は発見されると

思われる。 しかし、従来の多産地で今は絶滅したと思

われる場所も各所で見られ、環境破壊が本種に及ぼす

影響も多大である。このように人為的影響によって衰

退する場合もあれば、逆に本種の維持につながる場合

もある。本稿ではこれらの要因と生態面で若干の知見

が得られたので、これまでに報告された既知産地と、

その後発見された新しい産地とを合わせて報告した次

第である。

まだ調査も不充分で、憶測で述べた部分も各所に見

られるが、今後本種の生活史解明の一資料として御活

用いただければ幸せである。

本稿を草するに当り、山本広一氏には既知産地につ

いて詳しく御教示いただいた。また、石井為久、入江

照夫、岩村巖、宇野正紘、尾崎勇、木下賢司、高橋寿

郎、吉田豊の諸氏には採集記録の提供を仰ぎ、助言を

いただいた。深く感謝申し上げる。

2． 分布について

食草の分布が広いということもあって、どこにでも

生息していそうな種でありながら、思いのほかその生

息範囲は少ない。

これまで確認されている生息地は、図1.の通り、県

下の南部に点在している。県下南東部の調査は行って

いないが、南西部の調査の結果では、既知産地の内、

現在も多数の個体が見られるのはごく一部の地域だけ

で、産地を数回訪れて成虫や卵を探しても本種を見る

ことができず、絶滅したと思われる産地が数ヶ所もあ

る。この要因は、 (1)手入れがされないので雑草が繁茂

し、 ミヤコグサが絶えた。 (2)生息地域の河川の堤防の

改修によって環境が破壊されたことなどが上げられる。

､’
4

1

図1.兵揮県に於けるシルビアシジミの分布

I

掌

￥
螢《？●111川．、姻舌

0

－5－



てんとうむし651980. No6

ｊ
ｊ
１
１
１
０
１

３
３
３
３
７
１
４

１

１
ｊ

Ｏ
０

２
２

〕
ｊ

２
２
６

０
０
ｊ

賊
隅
嶢
囎
織
欄
罹
鞭
帷
転
輔
織
》
》

巌
巌
巌
巌
娚
蹴

謝
謝
鮒
鮒
林
細
吉
尾
尾
尾
中
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山
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中
中
中
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９
９
０
７
１
８
３
３
３
９
９
１
８
５
７
０
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９
９
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５
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６
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９
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９
９
９
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１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

Ⅸ
Ⅸ
Ⅸ
Ⅷ
Ｖ
Ⅸ
Ⅲ
Ⅳ
Ⅳ
Ⅳ
Ⅸ
Ⅸ
Ⅶ
Ⅵ
Ⅵ
Ⅵ
Ⅵ
Ｘ
Ｘ
Ⅷ

’
６
６
６
８
５
８
９
９
９
８
０
５
０
５
０
４
７
７
９

１
１

１
２
２
２
１
２
１
３
２
１
１

旱
手
早
早
手
早
早

２
４

伽
川
畑
繩
鋤
子
牛
鋤
鍬
朏
鋤
鋤
旱
３
３
３
芋
９
詑
早

１４
１
２
７
１
１
２
１
１
１
３
１
４
１》噸

２

伽

原
田
原
升
池

田
Ⅱ

ｋ
１

町
町
鴨
町
社
国
山

肱
阯
山
暇
峠
Ⅷ
沢
野
屋
岡
荘

剛
舗
藷
刺
湖
掛
祓
神
稲
日
平

棚
〃
〃
〃
〃
澗
訓
〃
〃
〃
〃
肺
肺
〃
〃
〃
〃
石
〃
戸

市分布が局限される上に本種は飛翔力も弱く、行動範

囲も狭いので、このように一端環境が破壊され、食草

が一時的に絶えると、たとえ後に食草が生えることが

あっても再び本種の姿を見ることはできない。

千種川、加古川、夢前川などの河川下流の産地は、

コンクリートブロックなどによって堤防が改修され、

所によってはサイクリングロードや公園に転用されて

いる。また、市川、揖保川下流の産地も50cm～1mに

及ぶ雑草がおい茂り、 ミヤコグサも本種も見ることが

できない。

放置された宅地造成地などでミヤコグサが咲いてい

るのを見かけることがあるが、 2～3年もすればスス

キ、 ヨモギ、セイタカアワダチソウなどの植物や潅木

におおい隠され、いつの間にかその姿はなくなってい

る。

ミヤコグサの生育できる条件は、埴生が洪水で流さ

れたり、人為的な影響によって他の植物の生育が抑制

される明るい場所のようである。

農業が機械化される以前は、田畑は牛馬によって耕

され、河川の堤防や田畑の土手の草は重要な飼料とし

て使われていた。また農業に従事する人も多く、現在

雑草が繁茂しているところも、堆肥などをつくるため

頻繁に草刈りが行われていたので、 ミヤコグサの生育

地はもつと多く、これに依存している本種の生息地も

河川の堤防からその付近一帯の田畑の土手などかなり

広い範囲に及んでいたのではないかと思われる。現在

でも田畑の畦や池の土手は比較的手入がよく行き届い

ているが、本種の個体数が多かった河川下流の地域は、

前述の通り環境が一変し、確かな生息地は極めて少な

くなっている。

これまでに判明している採集記録を産地別に各々1

例づつ上げると次の通りとなる。

‘
（

〃北区道場町 一一一尾崎勇

〃 須磨区車字大道 1＄ 9Ⅷ1964三木進11）

〃 山田町 5）

〃摩那山 5exs --1960~1961一3）

西宮市夙川 1＄1字29Ⅷ－矢代学12）
尼崎市田能 数頭一一1978字野Ⅱ紘

川西市笹部 2＄3手中旬Ⅶ－中畔史鯉）
〃能勢一の鳥居 3＄4早 19Ⅸ1948吉阪道雄4）

西脇市市原 一一一吉田豊
〃津万 1＄ 5Ⅸ1958猪股涼-24）

〃武島山近辺の川原－9Ⅳ1961－－5）

〃西林寺 一一一一一24）

多可郡黒田庄町 一 一一一一一二4）
氷上郡春日町黒井 1＄ 7Ⅷ1952越知研一郎8）
〃氷上町生郷 多数 20W1952鯛研一郎8）

洲本市津田 19 11V1980広畑政己9）
〃安乎町 1＄1芋 1Ⅸ1951堀田久13）
〃 中河原町 1@ 3X1952堀田久13）
〃 下加茂 1＄1早一-1977浅田卓14）

〃千種 1f 8V1950吉阪道耀）

〃竹原 1ギ 15Ⅷ1951田中蕃1帥

津名郡北淡町富島－2Ⅷ1952趨剛研一郎15）
〃東浦町釜口 2$W11V1980広畑政已9）

〃澗略町松帆崎 13 10ml959中谷貴寿20）

三原郡繍町中山峠 231f lOml978近鯛申-14）
〃南淡町福良水源地29 9X1958中谷貴寿20）

（

<兵庫県下に於ける採集記録＞

27Ⅵ1963岩村巌1）

7Ⅸ1963西垣健治1）

10X1965岩村巖1）

13mr969粉引俊宏1）

27Ⅶ1976松村邦正'）

8Ⅶ1978広畑政己

20V1979広畑政己

8Ⅶ1978石井為久

16Ⅶ1978広畑政己

4Ⅶ1967唐土洋一2）

5Ⅷ1979広畑政己

3＄2￥

2$

19

1＄1竿

26$12早

1＄

2＄

1早

2＄

3＄8早

1$

赤穂市尾崎

〃野中

〃大津

〃 目坂

〃上仮屋新港

赤穂郡上郡町赤松

〃 〃神明寺

〃 〃市原

佐用郡上月町円光寺

相生市矢野町瓜生

竜野市東光寺

－6－
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前記以外で既知産地がまだあろうかと思われるが、

筆者の知る限りではこの通りである。採集記録の中に

久崎の地名がないか、 これは円光寺と思われるのでこ

こには記していない。 また姫路市東阿保は、岩村（19

61）の市l11堤防のことであり、 この他にも新地名を使

用しているところがある。

例記した記録はすべてが兵庫県南部の記録で、北部

からはまだ一編の報告もないが、円山川、出石川の堤

防にミヤコグサが生えているのを木下賢司氏が確認し

ておられるので、今後これらの地域から本種が発見さ

れることを期待したい。

近辺の田畑の畦は、 よく調査を行ったが、 ミヤコグサ

も本種も確認していない。それ以外の場所から飛来し

たことも考えられるが、生息地の状況から判断すると

火入れには遭遇したが、難を免れて生き残ったのでは

3.草刈りと火入れの影響
国

上郡町赤松の河川沿の田畑の土手は年数回の草刈り

が行われ、写真1.のように農道としてきれいに整備さ

れている。そして冬期には毎年消防団の手によって火

入れが行われているようである。それにもかかわらず

本種は健在で、 1978年～1980年にかけてその生息を確
認している。

一般的に食草が取り払われると悪影響を及ぼすもの

であるが、本種に関してはかえって草刈りが幸いして

いるようである。 このことは雑草が繁茂し、現在絶滅

したと思われる地域と、個体群の密度を維持している

手入の行き届いた地域の差となって現れている。

草刈')後の状況をよく観察してみると、 ミヤコグサ

は地面を這うように生えているので、刈り取られずに

残っているものも多く 、刈り取られた後にはすぐ．新し

い芽が出ている。草刈りによって卵は取り除かれるが、

成虫の発生がだらだらと続くので、 この新しい芽に好

んで産卵をしている。 また幼虫も食草を揺り動かすと

落下もするので、草刈りによって完全に生息地から本種

か取り除かれるということはないようである。

草刈りについては前述の通りであるが、問題は火入

れである。以前から火入れされてもなぜ個体群の密度

か低下したl)絶滅しないのかという疑問はもっていた

が、焼かれなかった場所から飛来したか、焼け残った

所にいた個体か見られるのだと考えていた。 ところが

1980年2月3日に当地を訪れた時、火入れが行われ、

本種が生息している約200mの土手は、写真2.のよう

にヒガンバナ、 ジャノヒケなど冬期に緑の葉を持つ植

物を除外すると、そのほとんどが焼きつくされ、本種

が絶滅したのではないかと心配していた。 しかし、同

年4月29日に同地を訪れて見ると、 まぎれもなく本橦

が見られ、それも1,2頭ではなく10数頭確認できた。

赤松での生息場所は約200m程の農道の土手だけで、

写真1 ．シルビアシジミの生息地

1979年8月5日 ・上郡町赤松

写真2.火入れ後の土手

1980年2月3日 ・上郡町赤松
L

写真3.ノチドメに静止しているシルビアシジミ

1979年8月5日 ・上郡町赤松

－7－
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採集例：市内(南畝町）

広畑区才

坂
前

相
大

３
９

７
７

９
９

１
１

一
一

Ⅵ
Ⅵ

一
一

３
９

早
舎

１
１

7．ギンヤンマ(AnaxparthenopejuliusBRAUER)

採集例：市内(南畝町）

林田町奥佐見

勝原区丁池

1¥

29

多数

３
４
５

６
７
７

９
９
９

１
１
１

－
－
－

Ⅵ
Ⅷ
Ⅸ

一
一
一

Ｍ
皿
９

棚
〃
〃

小型のヤンマで、新潟・石川両県では多産すること

が知られているが、その他の地区では稀にしか採集さ

れず、 しかも個体数は次第に少〈なりつつある。

市内で得られたが、最近では不可能である。 8.クロスジギンヤンマ(AnaxnigrofasciatusnigrofasciatusOGUMA)

2． ミルンヤンマ(PlanaeschnamilneiSELYS) 採集例：市内(姫路城堀) 1f l2-V-1967相坂

広畑区才 13 22-V-1979-門野
採集例：書写山

広峰山

書写山

1早

3＄

1手

４
５
５

７
７
７

９
９
９

１
１
１

－
－
一

Ⅸ
Ⅷ
Ⅷ

一
一
－

５
０
１

１
３
３

相坂

〃

〃

9．オオルリボシヤンマ(AeschnanigroflavaMARTIN)

採集例：書写山

〃

増位山

1旱

132平

1＄

４
４
１

７
７
７

９
９
９

１
１
１

’
一
｜

Ⅷ
Ⅸ
Ⅷ

一
一
－

１
５
５

３
１
２

櫛
〃
東

、
3． コシポソヤンマ(BoyeriamaclachlaniSELYS)

採集例：別所町北宿

書写山 坂

東
相

９
５

５
７

９
９

１
１

４
－
－

Ⅶ
Ⅷ

一
一

６
１

２
３

８
芋

１
２

日本列島特産種であり、西日本では稀ではあるが姫

路地方の比較的深い山地では必ず見られる。大形で美

しいヤンマでルリボシヤンマの高山トンボによく似て
いる。

4．アオヤンマ(AeschnophlebialongistigmaSELYS)

採集例：広畑区

飾磨区

1旱 10－Ⅵ-1975相坂

〃
10.マルタンヤンマ(AnaciaeschnamartiniSELYS)

名前のごとく全身があざやかな緑色、美しい中型の

ヤンマで、昔は多くいたが近年都市の開発により生息

池の埋め立てにより絶滅にひんしているところが多く

生息地より遠くはなれることは少ないので注意しなけ

ればならない。

採集例：大津区天満

広畑区才

網干区興浜

1￥

1早

19

三木

大前

岩村

28-Ⅷ－1980

－Ⅸ-1980

南方種で、珍しいヤンマの1種ではあるが、近年播

磨地方各地より発見され、姫路地方でも時々採集され
だした。5． カトリヤンマ(GynacanthajaponicaBARTENEF)

、
採集例：市内(南畝町）

〃 〃

林田町奥佐見

13

1平

1＄

相坂

〃

〃

３
５
５

６
６
７

９
９
９

１
１
１

一
一
一

Ⅷ
Ⅷ
Ⅷ

一
■
一
一

朋
７
賂

エゾトンボ科

1．ハネビロエゾトンボ(SomatochloraclavataOGUMA)

採集例：別所町北宿191早 29－Ⅵ-1959東

広峰山 131旱 25－Ⅷ-1971 〃

6．ヤブヤンマ(PolycanthagynamelanicteraSELYS)

採集例：飾磨区入船町 1＄

林田町奥佐見132早

勝原区丁 1旱

４
４
５

７
７
７

９
９
９

１
１
１

一
一
一

Ⅶ
Ⅷ
Ⅸ

一
一
一

皿
陥
９

棚
〃
〃

2． オオエゾトンボ(SomatochlorauiridiaeneaatrovirensSmYS)

採集例：広峰山

広畑区才 一
別

東
大

１
０

７
８

９
９

１
１

｜
｜

Ⅷ
Ⅶ

一
一

５
１

２
２

早
９

１
１9は黒色地に青緑斑があり美しく、早は全体に黄色

部が多く、一見別種の感じがする。低山や丘陵のヤブ

の中にある小池や溜り水で育つ。林田町では捨てたダ

ルの溜り水にて育っていた。
前種ハネビロエゾトンボ及びオオエゾトンボは稀種に属

し、同科のタカネトンボと比べると極めて個体数は少い。

－17－
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西播の蝶分布資料＜8〉
宍粟郡のメスアカミドIノシジミ

山

村 巌石

SPmenoteontheButterflyFaunaofSouthwestHyOgo.pref (8)
(ThedistributionofChrysozephyruesmaragdinus inShisc-gdn)

西播における本種の確実な採集記録は、山本広一氏

による1935年7月12日の飾磨郡夢前町雪彦山でのもの

が最初であろうと思われるが、その後1960年代に至る

まで、長らく当地方における採集の報告はなされてい

ない。宍粟郡内での本種の最初の記録は1964年6月7

日に山崎町筏の上流、奥山国有林の林道ぞいの桜の老

木の樹上で筆者が採集した4＄＄がおそらく最初では

ないかと思われる。当地方における本種の分布のよう

すがかなり明確に判明しだしたのは1970年代のそれも
後半になってからであり、それまでは目撃記録すら皆
無に等しいのが実情であった。

1974年～77年にかけて井手敏晴、高田忠彦の両氏に

より県下のシジミチョウの分布調査がなされ、その結

果を兵庫県産蝶類調査報告(I)としてまとめておられ

るが、これによれば、波賀町赤西、一宮町福知、千種

町木地山、山崎町上の下等において成虫又は卵の採集

が記録されている。又一方、 1975年以降、姫路昆虫同
好会、播磨蝶友会等のメンバーによる組織的な調査が

冬期の採卵を中心としてすすめられるようになり、次

第に採集報告数も集約されつつあり、その結果、本種

が、当地方の標高400m～800mあたりの広葉樹林帯の
渓流ぞいにかなり広範囲にわたって分布していること

がかなり明らかになって来た。筆者も1977年以降、本

種の西播における分布状態のより正確な解明をめざし

て、かなり積極的に採卵を中心として取り組んで来て

おり、その結果として現在までに新しい分布地もいく

らかみつかっているので､この機会に､これまでの既産

地も含めて宍粟郡内の分布状態をまとめておきたいと思う。
宍粟郡4町の内で本種の産地が最も多いのは一宮町

である。三方川上流東側の各渓流ぞいにはかなりの産

地が知られている。佐々木薫氏は草木において11卵の

採集に成功しておられるし(1979.12.1)､八木弘氏によ

る黒原での5卵の記録もある。又福知、下千町等での

採卵記録はかなりの数に達しており、その個体数は相

当多いものと思われる。その他砥峰（大河内町側にも
記録がある)、 伊和、東河内、太谷、富士野において

筆者がその分布を確認している。しかし、同じ三方川

流域でも西側の渓谷には採集されたという報告が今の

所なされていない。小原、溝谷、阿舎利等の調査の際

にも卵は発見されていない。波賀町においては戸倉、
赤西、東山高原での分布が確認されており、尾崎勇氏

によれば新戸倉にも産地があるとの事である。しかし、

一宮町にくらべれば調査が十分におこなわれておらず、
今後の調査にまつ所が大である。この事は千種町にお

いても同様であり、今後の組織的な調査を期待したい。

一方南の安富町においては広畑政己氏による大河弁獄
からの記録が現在までの所唯一のものであり、 （1977.

3.27)､尾崎氏によれば1978年にも1卵採集されている

との報告がある。又、山崎町においては北部の黒尾山
塊に本種の分布している事が確認されているが、これ

については西播の蝶分布資料7) （ひろおび、 NQ5)に

くわしくのべておいたので参照されたい。

○1964． 6． 7． 43＄山崎町筏 （岩村）

○1975． 7． 19． 1早一宮町砒峰(福知渓谷側)（ 〃 ）

○1977． 3． 27． 1卵安富町大河弁獄 （広畑）

○1978． 12． 6． 32卵山崎町筏 （岩村）

○1978. 12. 24. 16卵一宮町福知 （ 〃 ）

○1979． 1． 14． 8卵山崎町与位 （ 〃 ）

○1979． 2． 12． 42卵一宮町下千町 （ 〃 ）

○1979． 2． 18． 11卵一宮町黒原 （ 〃 ）

○1979． 3． 18． 5卵一宮町黒原 （八木）

○1979． 12． 1． 11卵一宮町草木 （佐々木）

○1979． 12． 2． 3卵一宮町東河内 （岩村）

○1979． 12． 2． 1卵一宮町伊和 （ 〃 ）

○1979． 12． 2． 3卵波賀町上野東山高原 （ 〃 ）

○1980． 1． 5． 8卵一宮町太谷 （ 〃 ）

○1980． 1． 7． 21卵山崎町河原山林道 （ 〃 ）

､

、

本種の卵は食樹の下枝で発見される場合が多く、分

枝部や樹皮上に出来たくぼみ等にほとんど1卵ずつ、
時には2～数卵まとめて産付されている。いずれもが

日裏にあたる枝の下部であり、 日のあたる上面に産み

つけられている事はほとんどない｡又､同じ下枝でも、

渓流上に大きくはり出している南側に面しているもの

に最も多く発見される。さらに、その年に伸びた1年

目のまだ木はだの淡い先端近くの樹上よりも、それよ

りもつと幹部よりの2年目あたりの樹上に産卵されて
いる場合が多いが、時には頂芽の基部や、かなり太い
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